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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　副走査方向に相対移動する記録媒体へ画像形成を行う、書込素子を有する書込ユニット
を備えた画像形成部と、
　入力される画像データに基づいて前記書込素子の駆動用のデータに変換する画像処理部
と、
　記録媒体への画像形成時における画像の副走査方向の位置毎の画像の主走査方向の倍率
を設定する倍率設定部と、
　前記倍率設定部で設定された前記倍率に基づいて前記画像処理部で変換された、書込素
子の駆動用のデータに基づいた前記書込ユニットでの画像形成を制御する制御部と、
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記倍率設定部は、画像の副走査方向の一方の端部における画像の主走査方向の倍率で
ある第１の倍率及び画像の副走査方向の他方の端部における画像の主走査方向の倍率であ
る第２の倍率を設定し、
　前記制御部は、前記倍率設定部で設定された第１の倍率及び第２の倍率に基づいて、画
像の副走査方向の複数の位置について画像の主走査方向の倍率をそれぞれ算出し、当該算
出された倍率に基づいて前記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする請
求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
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　前記倍率設定部は、画像の副走査方向の一方の端部における画像の主走査方向の倍率及
び画像の副走査方向における位置の変化量に応じた前記倍率の変化量を設定し、
　前記制御部は、前記倍率設定部で設定された倍率及び倍率の変化量に基づいて、画像の
副走査方向の複数の位置について画像の主走査方向の倍率をそれぞれ算出し、当該算出さ
れた倍率に基づいて前記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする請求項
１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　記録媒体への画像形成時における画像の副走査方向の位置毎の画像の主走査方向のずれ
量を設定するシフト量設定部を更に備え、
　前記制御部は、前記シフト量設定部で設定された前記ずれ量に基づいて前記書込ユニッ
トによる画像形成を制御することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の画像
形成装置。
【請求項５】
　前記シフト量設定部は、画像の副走査方向における一方の端部と他方の端部とのそれぞ
れにおいて主走査方向のずれ量を設定し、
　前記制御部は、前記設定されたずれ量に基づいて、画像の副走査方向の複数の位置につ
いて画像の主走査方向のシフト量をそれぞれ算出し、当該シフト量に基づいて画像の主走
査方向のシフトを行うように制御することを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記シフト量設定部は、画像の副走査方向における位置の変化量に応じた画像の主走査
方向のずれの変化量を設定し、
　前記制御部は、前記シフト量設定部で設定されたずれの変化量に基づいて、画像の副走
査方向の複数の位置について画像の主走査方向のシフト量をそれぞれ算出し、当該シフト
量に基づいた画像の主走査方向のシフトを行うように制御することを特徴とする請求項４
に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　副走査方向に相対移動する記録媒体へ画像形成を行う、書込素子を有する書込ユニット
を備えた画像形成部と、
　入力される画像データに基づいて前記書込素子の駆動用のデータに変換する画像処理部
と、
　記録媒体への画像形成時における画像の主走査方向の位置毎の画像の副走査方向の倍率
を設定する倍率設定部と、
　前記倍率設定部で設定された前記倍率に基づいて前記画像処理部で変換された、書込素
子の駆動用のデータに基づいた前記書込ユニットでの画像形成を制御する制御部と、
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
　前記倍率設定部は、画像の主走査方向の一方の端部における画像の副走査方向の倍率で
ある第１の倍率及び画像の主走査方向の他方の端部における画像の副走査方向の倍率であ
る第２の倍率を設定し、
　前記制御部は、前記倍率設定部で設定された第１の倍率及び第２の倍率に基づいて、画
像の主走査方向の複数の位置について画像の副走査方向の倍率をそれぞれ算出し、当該算
出された倍率に基づいて前記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする請
求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記倍率設定部は、画像の主走査方向の一方の端部における画像の副走査方向の倍率及
び画像の主走査方向における位置の変化量に応じた前記倍率の変化量を設定し、
　前記制御部は、前記倍率設定部で設定された倍率及び倍率の変化量に基づいて、画像の
主走査方向の複数の位置について画像の副走査方向の倍率をそれぞれ算出し、当該算出さ
れた倍率に基づいて前記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする請求項
７に記載の画像形成装置。
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【請求項１０】
　記録媒体への画像形成時における画像の主走査方向の位置毎の画像の副走査方向のずれ
量を設定するシフト量設定部を更に備え、
　前記制御部は、前記シフト量設定部で設定された前記ずれ量に基づいて前記書込ユニッ
トによる画像形成を制御することを特徴とする請求項７～９のいずれか一項に記載の画像
形成装置。
【請求項１１】
　前記シフト量設定部は、画像の主走査方向における一方の端部と他方の端部とのそれぞ
れにおいて画像の副走査方向のずれ量を設定し、
　前記制御部は、前記設定されたずれ量に基づいて、画像の主走査方向の複数の位置につ
いて画像の副走査方向のシフト量をそれぞれ算出し、当該シフト量に基づいて画像の副走
査方向のシフトを行うように制御することを特徴とする請求項１０に記載の画像形成装置
。
【請求項１２】
　前記シフト量設定部は、画像の主走査方向における位置の変化量に応じた画像の副査方
向のずれの変化量を設定し、
　前記制御部は、前記シフト量設定部で設定されたずれの変化量に基づいて、画像の主走
査方向の複数の位置について画像の副走査方向のシフト量をそれぞれ算出し、当該シフト
量に基づいて画像の副走査方向のシフトを行うように制御することを特徴とする請求項１
０に記載の画像形成装置。
【請求項１３】
　記録媒体の種別毎の設定情報を予め格納する記憶部を備え、
　前記倍率設定部又はシフト量設定部における設定は、記録媒体の種別毎の設定を前記記
憶部から読み出して行うことを特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載の画像形
成装置。
【請求項１４】
　複数の給紙トレイから前記書込ユニットへ記録媒体を搬送する搬送部と、
　前記複数の給紙トレイ毎の設定情報を格納する記憶部を備え、
　前記倍率設定部又はシフト量設定部における設定は、前記給紙トレイ毎の設定を前記記
憶部から読み出して行うことを特徴とする請求項１～１３のいずれか一項に記載の画像形
成装置。
【請求項１５】
　前記記録媒体における画像形成面毎の設定情報を格納する記憶部を備え、
　前記倍率設定部又はシフト量設定部における設定は、前記画像形成面毎の設定を前記記
憶部から読み出して行うことを特徴とする請求項１～１４のいずれか一項に記載の画像形
成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、入力される画像データに基づいて、複数の発光ダイオード素子（Light　Emi
tting　Diode：以下ＬＥＤという）などの書込素子がライン状に配置されたＬＥＤヘッド
書込光学系により感光体ドラムに静電潜像を形成し、その静電潜像にトナーを付着して形
成されたトナー像を紙などの記録媒体に転写させて定着させることで画像を形成する画像
形成装置がある。この画像形成装置においては、記録媒体の両面に画像を形成可能な（両
面モードを備える）装置もあり、表面に続いて裏面への画像形成を行うものがある。
【０００３】
　このような記録媒体の両面に画像形成を行う場合は、片面に画像を形成した際に当該記
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録媒体が収縮することが知られている。これはトナー像が転写された記録媒体が定着処理
によって熱収縮するためであり、特に記録媒体が厚い程その程度が著しい。この熱収縮に
よる変形は、画像形成完了後に記録媒体が空気中の水分を吸収することにより徐々に解消
される。
【０００４】
　このため、上述した画像形成装置においては、使用状況に応じて画素単位の微小な変形
処理を施す必要があった。特に両面に画像形成を行う場合は、熱収縮による変形が解消す
る前に裏面への画像形成を行うため、熱収縮対策として微細な変形処理を行い、例えば、
表面に対して裏面の画像を微小縮小して画像形成する必要があった。
【０００５】
　この表面と裏面に形成する画像の歪みを補正する技術としては、例えば特許文献１に、
主走査方向と副走査方向の傾きを設定し、その傾き量に基づいて画像データの歪みを補正
する技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００５－１８６３３７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来技術では、主走査方向・副走査方向の傾き量だけで記録媒体に
形成する画像の補正を行う構成であるため、柔軟に画像形成を行うことができず、両面に
画像形成する際に、表裏面に形成する画像形状を記録媒体の歪み具合に合わせて正確に行
うことができなかった。
【０００７】
　本願発明の課題は、上記従来技術の問題に鑑みてなされたものであって、記録媒体の歪
み具合に合わせて柔軟且つ正確に形成する画像形状を調整することができる画像形成装置
を提供することである。本願発明の更なる課題は、両面に画像形成する際に表裏面に形成
する画像形状を、記録媒体の歪み具合に合わせて柔軟且つ正確に調整することができる画
像形成装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、副走査方向に相対移動する記録媒体へ画像形成を行う、書込
素子を有する書込ユニットを備えた画像形成部と、入力される画像データに基づいて前記
書込素子の駆動用のデータに変換する画像処理部と、記録媒体への画像形成時における画
像の副走査方向の位置毎の画像の主走査方向の倍率を設定する倍率設定部と、前記倍率設
定部で設定された前記倍率に基づいて前記画像処理部で変換された、書込素子の駆動用の
データに基づいた前記書込ユニットでの画像形成を制御する制御部と、を備えることを特
徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、画像の副走査方向の一方の
端部における画像の主走査方向の倍率である第１の倍率及び画像の副走査方向の他方の端
部における画像の主走査方向の倍率である第２の倍率を設定し、前記制御部は、前記倍率
設定部で設定された第１の倍率及び第２の倍率に基づいて、画像の副走査方向の複数の位
置について画像の主走査方向の倍率をそれぞれ算出し、当該算出された倍率に基づいて前
記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、前記倍率設定部は、画像の
副走査方向の一方の端部における画像の主走査方向の倍率及び画像の副走査方向における
位置の変化量に応じた前記倍率の変化量を設定し、
　前記制御部は、前記倍率設定部で設定された倍率及び倍率の変化量に基づいて、画像の
副走査方向の複数の位置について画像の主走査方向の倍率をそれぞれ算出し、当該算出さ
れた倍率に基づいて前記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする。
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【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか一項に記載の発明において、記録媒
体への画像形成時における画像の副走査方向の位置毎の画像の主走査方向のずれ量を設定
するシフト量設定部を更に備え、前記制御部は、前記シフト量設定部で設定された前記ず
れ量に基づいて前記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の発明において、前記シフト量設定部は、画
像の副走査方向における一方の端部と他方の端部とのそれぞれにおいて主走査方向のずれ
量を設定し、前記制御部は、前記設定されたずれ量に基づいて、画像の副走査方向の複数
の位置について画像の主走査方向のシフト量をそれぞれ算出し、当該シフト量に基づいて
画像の主走査方向のシフトを行うように制御することを特徴とする。
【００１３】
　請求項６に記載の発明は、請求項４に記載の発明において、前記シフト量設定部は、画
像の副走査方向における位置の変化量に応じた画像の主走査方向のずれの変化量を設定し
、前記制御部は、前記シフト量設定部で設定されたずれの変化量に基づいて、画像の副走
査方向の複数の位置について画像の主走査方向のシフト量をそれぞれ算出し、当該シフト
量に基づいた画像の主走査方向のシフトを行うように制御することを特徴とする。
【００１４】
　請求項７に記載の発明は、副走査方向に相対移動する記録媒体へ画像形成を行う、書込
素子を有する書込ユニットを備えた画像形成部と、入力される画像データに基づいて前記
書込素子の駆動用のデータに変換する画像処理部と、記録媒体への画像形成時における画
像の主走査方向の位置毎の画像の副走査方向の倍率を設定する倍率設定部と、前記倍率設
定部で設定された前記倍率に基づいて前記画像処理部で変換された、書込素子の駆動用の
データに基づいた前記書込ユニットでの画像形成を制御する制御部と、を備えることを特
徴とする。
【００１５】
　請求項８に記載の発明は、請求項７に記載の発明において、前記倍率設定部は、画像の
主走査方向の一方の端部における画像の副走査方向の倍率である第１の倍率及び画像の主
走査方向の他方の端部における画像の副走査方向の倍率である第２の倍率を設定し、前記
制御部は、前記倍率設定部で設定された第１の倍率及び第２の倍率に基づいて、画像の主
走査方向の複数の位置について画像の副走査方向の倍率をそれぞれ算出し、当該算出され
た倍率に基づいて前記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする。
【００１６】
　請求項９に記載の発明は、請求項７に記載の発明において、前記倍率設定部は、画像の
主走査方向の一方の端部における画像の副走査方向の倍率及び画像の主走査方向における
位置の変化量に応じた前記倍率の変化量を設定し、前記制御部は、前記倍率設定部で設定
された倍率及び倍率の変化量に基づいて、画像の主走査方向の複数の位置について画像の
副走査方向の倍率をそれぞれ算出し、当該算出された倍率に基づいて前記書込ユニットに
よる画像形成を制御することを特徴とする。
【００１７】
　請求項１０に記載の発明は、請求項７～９のいずれか一項に記載の発明において、記録
媒体への画像形成時における画像の主走査方向の位置毎の画像の副走査方向のずれ量を設
定するシフト量設定部を更に備え、前記制御部は、前記シフト量設定部で設定された前記
ずれ量に基づいて前記書込ユニットによる画像形成を制御することを特徴とする。
【００１８】
　請求項１１に記載の発明は、請求項１０に記載の発明において、前記シフト量設定部は
、画像の主走査方向における一方の端部と他方の端部とのそれぞれにおいて画像の副走査
方向のずれ量を設定し、前記制御部は、前記設定されたずれ量に基づいて、画像の主走査
方向の複数の位置について画像の副走査方向のシフト量をそれぞれ算出し、当該シフト量
に基づいて画像の副走査方向のシフトを行うように制御することを特徴とする。
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【００１９】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１０に記載の発明において、前記シフト量設定部は
、画像の主走査方向における位置の変化量に応じた画像の副査方向のずれの変化量を設定
し、前記制御部は、前記シフト量設定部で設定されたずれの変化量に基づいて、画像の主
走査方向の複数の位置について画像の副走査方向のシフト量をそれぞれ算出し、当該シフ
ト量に基づいて画像の副走査方向のシフトを行うように制御することを特徴とする。
【００２２】
　請求項１３に記載の発明は、請求項１～１２のいずれか一項に記載の発明において、記
録媒体の種別毎の設定情報を予め格納する記憶部を備え、前記倍率設定部又はシフト量設
定部における設定は、記録媒体の種別毎の設定を前記記憶部から読み出して行うことを特
徴とする。
【００２３】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１～１３のいずれか一項に記載の発明において、複
数の給紙トレイから前記書込ユニットへ記録媒体を搬送する搬送部と、前記複数の給紙ト
レイ毎の設定情報を格納する記憶部を備え、前記倍率設定部又はシフト量設定部における
設定は、前記給紙トレイ毎の設定を前記記憶部から読み出して行うことを特徴とする。
【００２４】
　請求項１５に記載の発明は、請求項１～１４のいずれか一項に記載の発明において、前
記記録媒体における画像形成面毎の設定情報を格納する記憶部を備え、前記倍率設定部又
はシフト量設定部における設定は、前記画像形成面毎の設定を前記記憶部から読み出して
行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、画像形成を行う記録媒体に副走査方向の位置に対して主走査方向の長
さを異ならせて画像形成する必要がある場合においても、画像の副走査方向の位置に応じ
て主走査方向の変倍率を適宜設定して画像形成することができ、記録媒体の歪み具合など
に合わせた正確な画像形成を行うことができる。
【００２６】
　また、本発明によれば、画像形成を行う記録媒体に副走査方向の位置に対して主走査方
向の位置をずらせて画像形成する必要がある場合においても、画像の副走査方向の位置に
応じて主走査方向のずれ量を適宜設定して画像形成することができ、記録媒体の歪み具合
などに合わせた正確な画像形成を行うことができる。
【００２７】
　また、本発明によれば、画像形成を行う記録媒体に主走査方向の位置に対して副走査方
向の長さを異ならせて画像形成する必要がある場合においても、画像の主走査方向の位置
に応じて副走査宝庫の変倍率を適宜設定して画像形成することができ、記録媒体の歪み具
合などに合わせた正確な画像形成を行うことができる。
【００２８】
　また、本発明によれば、画像形成を行う記録媒体に主走査方向の位置に対して副走査方
向の位置をずらせて画像形成する必要がある場合においても、画像の主走査方向の位置に
応じて副走査方向のずれ量を適宜設定して画像形成することができ、記録媒体の歪み具合
などに合わせた正確な画像形成を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、この発明の実施の形態について、図１～図１４を参照して説明するが、この発明
は以下の実施の形態に限定しない。また、この発明の実施の形態は発明の最も好ましい形
態を示すものであり、発明の用途や用語はこれに限定するものではない。
【００３０】
　図１は、本発明であるカラー複写機１００の内部構成を示す外観図である。図２は、書
込ユニット３Ｙ及びその周辺回路の構成を例示する斜視図である。図３は、カラー複写機
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１００の制御系の構成を模式的に示すブロック図である。図４（ａ）は、操作パネル４８
での表面又は裏面に形成する画像形状の設定選択を例示する概念図であり、図４（ｂ）は
、操作パネル４８での普通紙の場合の画像形状の設定を例示する概念図である。図５（ａ
）は、操作パネル４８における主走査方向の画像形成倍率の設定を例示する概念図であり
、図５（ｂ）は、操作パネル４８における副走査方向の画像形成倍率の設定を例示する概
念図である。図６（ａ）は、操作パネル４８における主走査方向の画像形成倍率の設定を
例示する概念図であり、図６（ｂ）は、操作パネル４８における副走査方向の画像形成倍
率の設定を例示する概念図である。図７（ａ）は、操作パネル４８における主走査方向の
画像形成位置のずれ量の設定を例示する概念図であり、図７（ｂ）は、操作パネル４８に
おける副走査方向の画像形成位置のずれ量の設定を例示する概念図である。図８は、操作
パネル４８における主走査方向／副走査方向の画像形成位置のずれの設定を例示する概念
図である。図９（ａ）は、台形状に変形した記録媒体Ｐを例示する概念図であり、図９（
ｂ）は、平行四辺形状に変形した記録媒体Ｐを例示する概念図である。図１０（ａ）は、
台形状に変形した記録媒体Ｐを例示する概念図であり、図１０（ｂ）は、平行四辺形状に
変形した記録媒体Ｐを例示する概念図である。図１１は、Ｙ、Ｍ、Ｃ、ＢＫ各色用の各々
の書込ユニット及びその周辺回路の構成を例示するブロック図である。図１２は、カラー
複写機１００の動作を例示するフローチャートである。図１３（ａ）は、台形状に変形し
た記録媒体Ｐに形成された画像を例示する概念図であり、図１３（ｂ）は、台形状に変形
した記録媒体Ｐの形成された画像を例示する概念図である。図１４（ａ）は、平行四辺形
状に変形した記録媒体Ｐに形成された画像を例示する概念図であり、図１４（ｂ）は、平
行四辺形状に変形した記録媒体Ｐの形成された画像を例示する概念図である。
【００３１】
　先ず、カラー複写機１００の構成の概略について説明する。図１に示すように、カラー
複写機１００は画像形成装置の一例であり、原稿３０に形成された色画像を読み取って画
像情報を取得し、この画像情報に基づいて像形成体に色を重ね合わせて、色画像を形成す
る装置である。この画像形成装置は、カラー複写機１００の他にカラー用のプリンタやフ
ァクシミリ装置、これらの複合機等に適用してもよい。
【００３２】
　カラー複写機１００は、複写機本体１０１を有している。複写機本体１０１の上部には
、カラー用の画像入力部１１及びＡＤＦ４０（自動原稿給紙装置）が配設されている。Ａ
ＤＦ４０は、ＡＤＦモード時に、一又は複数の原稿３０を自動給紙するように動作する。
ここにＡＤＦモードとは、ＡＤＦ４０に載置された原稿３０を自動給紙して原稿画像を自
動的に読み取る動作をいう。
【００３３】
　ＡＤＦ４０は、原稿載置部４１、ローラ４２ａ、ローラ４２ｂ、ローラ４３、搬送ロー
ラ４４及び排紙皿４６を有している。原稿載置部４１には一又は複数の原稿３０が載置さ
れる。原稿載置部４１の下流側にはローラ４２ａ及びローラ４２ｂが設けられている。自
動給紙モードが選択されたとき、原稿載置部４１から繰り出された原稿３０は、下流側の
ローラ４３によってＵ字回転するように搬送される。なお、ＡＤＦモードが選択された場
合、原稿３０の記録面は原稿載置部４１で上に向けて載置するようになされる。
【００３４】
　また、画像入力部１１は、原稿３０に形成された色画像を読み取るように動作する。画
像入力部１１には、例えば、カラー用のスリットスキャン型のスキャナが使用される。画
像入力部１１にはアレイ状に配列されたイメージセンサ５８が備えられ、例えば、ＡＤＦ
モード時に、原稿３０がローラ４３によってＵ字状に反転するときに、その原稿３０の表
面を読み取って画像読取信号Ｓｏｕｔを出力するようになされる。イメージセンサ５８に
は、例えば３ラインカラーＣＣＤ（Charge Coupled Device）撮像装置が使用される。
【００３５】
　イメージセンサ５８は、複数の受光素子列が主走査方向に配置されて構成される赤（Ｒ
）色、緑（Ｇ）色及び青（Ｂ）色光検出用の３つの読み取りセンサが主走査方向と直交す
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る副走査方向の異なる位置で画素を分割してＲ色、Ｇ色及びＢ色の光情報を同時に読み取
るようになされる。
【００３６】
　画像入力部１１で読み取られた原稿３０は、搬送ローラ４４により搬送されて排紙皿４
６へ排紙される。また、イメージセンサ５８は、プラテンモード時に、原稿３０を読み取
って得たＲＧＢ色系の画像読取信号を出力するようになされる。ここにプラテンモードと
は、プラテンガラス上に載置された原稿３０に光学駆動系を走査して原稿画像を自動的に
読み取る動作をいう。
【００３７】
　画像入力部１１は、イメージセンサ５８の他に、第１のプラテンガラス５１、第２のプ
ラテンガラス５２（ＡＤＦガラス）、光源５３、ミラー５４、５５、５６、結像光学部５
７及び特に図示しない光学駆動部を有している。光源５３は、原稿３０に光を照射するよ
うに動作する。光学駆動部は原稿３０又はイメージセンサ５８を副走査方向に相対的に移
動するように動作する。副走査方向とは、イメージセンサ５８を構成する複数の受光素子
の配置方向を主走査方向としたとき、この主走査方向と直交する方向をいう。このように
、ＡＤＦ４０の原稿載置部４１に載置された原稿３０は前述したローラ４２ａ、４２ｂ、
４３及び搬送ローラ４４により搬送され、画像入力部１１の光学系により原稿３０の片面
又は両面の画像が走査露光され、画像読み取りを反映する入射光がイメージセンサ５８に
より読み込まれる。
【００３８】
　イメージセンサ５８は、入射光の光量に応じて光電変換する。イメージセンサ５８には
制御部１５を介して画像処理部３１が接続され、光電変換されたアナログの画像読取信号
が画像処理部３１において、アナログ処理、Ａ／Ｄ変換、シェーディング補正、画像圧縮
処理及び変倍処理等がなされ、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色成分のデジタルの画像データとなる。画
像処理部３１は、その画像データを３次元色情報変換テーブルによって、Ｙ、Ｍ、Ｃ、Ｂ
Ｋ色用の画像データＤｙ、Ｄｍ、Ｄｃ、Ｄｋに変換し、その色変換後の画像データＤｙ、
Ｄｍ、Ｄｃ、Ｄｋを画像形成部６０を構成する書込ユニット３Ｙ、３Ｍ、３Ｃ、３Ｋへ転
送する。
【００３９】
　複写機本体１０１は、タンデム型のカラー画像形成装置と称せされるものである。複写
機本体１０１には、画像形成部６０が設けられている。画像形成部６０は、画像入力部１
１により読み取って得た画像データＤｙ、Ｄｍ、Ｄｃ、Ｄｋに基づいて色画像を形成する
。画像形成部６０には、色毎に像形成体を有する複数の画像形成ユニット１０Ｙ、１０Ｍ
、１０Ｃ、１０Ｋと無終端状の中間転写体６と、この中間転写体６を記録媒体に転写した
トナー像を定着するための定着装置１７とが備えられる。
【００４０】
　イエロー（Ｙ）色の画像を形成する画像形成ユニット１０Ｙは、Ｙ色のトナー像を形成
する像形成体としての感光体ドラム１Ｙと、感光体ドラム１Ｙの周囲に配置されたＹ色用
の帯電部２Ｙ、書込ユニット３Ｙ、現像部４Ｙ及び像形成体用のクリーニング部８Ｙを有
する。マゼンダ（Ｍ）色の画像を形成する画像形成ユニット１０Ｍは、Ｍ色のトナー像を
形成する像形成体としての感光体ドラム１Ｍと、Ｍ色用の帯電部２Ｍ、書込ユニット３Ｍ
、現像部４Ｍ及び像形成体用のクリーニング部８Ｍを有する。
【００４１】
　シアン（Ｃ）色の画像を形成する画像形成ユニット１０Ｃは、Ｃ色のトナー像を形成す
る像形成体としての感光体ドラム１Ｃと、Ｃ色用の帯電部２Ｃ、書込ユニット３Ｃ、現像
部４Ｃ及び像形成体用のクリーニング部８Ｃを有する。黒（ＢＫ）色の画像を形成する画
像形成ユニット１０Ｋは、ＢＫ色のトナー像を形成する像形成体としての感光体ドラム１
Ｋと、ＢＫ色用の帯電部２Ｋ、書込ユニット３Ｋ、現像部４Ｋ及び像形成体用のクリーニ
ング部８Ｋを有する。
【００４２】
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　帯電部２Ｙと書込ユニット３Ｙ、帯電部２Ｍと書込ユニット３Ｍ、帯電部２Ｃと書込ユ
ニット３Ｃ及び帯電部２Ｋと書込ユニット３Ｋは、中間転写体に潜像画像を形成する。書
込ユニット３Ｙ、３Ｍ、３Ｃ、３Ｋは、画像形成すべき記録媒体の搬送方向（副走査方向
）と直交する主走査方向にライン上に複数の光変調素子を配置した固体操作型の書込ユニ
ットであり、本例では光変調素子としてＬＥＤ素子が用いられたＬＥＤアレイヘッド光学
系が使用される。現像部４Ｙ、４Ｍ、４Ｃ、４Ｋによる現像は、使用するトナー極性と同
極性（例えば負極性）の直流電圧に交流電圧を重畳した現像バイアスが印加される反転現
像にて行われる。中間転写体６は、複数のローラにより巻き回され、回動可能に支持され
、各々の感光体ドラム１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋに形成されたＹ色、Ｍ色、Ｃ色、ＢＫ色の
トナー像を転写するようになされる。
【００４３】
　ここで、画像形成プロセスの概要について説明する。画像形成ユニット１０Ｙ、１０Ｍ
、１０Ｃ、１０Ｋより形成された各色の画像は、使用するトナーと反対極性（例えば正極
性）の１次転写バイアス（特に図示しない）が印加される１次転写ローラ７Ｙ、７Ｍ、７
Ｃ、７Ｋにより、回動する中間転写体６上に逐次転写され、色を重ね合わせて合成された
カラー画像（色画像：カラートナー像）が形成される（１次転写）。
【００４４】
　また、画像形成部６０の下方には、当該画像形成部６０に搬送する記録媒体を収容する
給紙トレイ２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃが設けられる。給紙トレイ２０Ａ等に収容された記録
媒体Ｐは、当該給紙トレイ２０Ａ等に設けられた送り出しローラ２１及び給紙ローラ２２
Ａにより給紙され、搬送ローラ２２Ｂ、２２Ｃ、２２Ｄ、レジストローラ２３等を経て、
２次転写ローラ７Ａに搬送され、記録媒体Ｐ上の一方の面（表面）にカラー画像が中間転
写体６から記録媒体Ｐへ一括して転写される（２次転写）。
【００４５】
　カラー画像が転写された記録媒体Ｐは、定着装置１７により定着処理され、排紙ローラ
２４に挟持されて機外の排紙トレイ２５上に載置される。転写後の感光体ドラム１Ｙ、１
Ｍ、１Ｃ、１Ｋの周面上に残った転写残トナーは、クリーニング部８Ｙ、８Ｍ、８Ｃ、８
Ｋにより除去されて次の画像形成サイクルに入る。
【００４６】
　両面画像形成時には、一方の面（表面）に画像形成された後、定着装置１７から排出さ
れた記録媒体Ｐが分岐部２６により排紙路から分岐される。次いで、記録媒体Ｐは、下方
の循環通紙路２７Ａを経て、再給紙機構（ＡＤＵ機構）である反転搬送路２７Ｂより表裏
を反転され、再給紙搬送部２７Ｃを通過して、搬送ローラ２２Ｄから前述した転写経路に
合流する。
【００４７】
　なお、この記録媒体Ｐを搬送する構成においては、レジストローラ２３を記録媒体Ｐが
通過する際に主走査方向における両端の長さや副走査方向の両端の長さを計測して制御部
１５に出力する透過型のフォトセンサなどであるセンサ２３Ａを有する。制御部１５では
、給紙トレイ２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃ毎に予め設定された記録媒体Ｐのサイズとこのセン
サ２３Ａの出力とを比較し、表面に画像形成した場合の熱収縮などによるサイズ変化を検
出する。制御部１５は、そのサイズ変化に応じて裏面に形成する画像の微小変倍率や回転
角などを設定する。例えば、レジストローラ２３において表面に画像形成する際の搬送時
における記録媒体Ｐのサイズと裏面に画像形成する際の搬送時における記録媒体Ｐのサイ
ズを検出し、その検出結果を比較して裏面に形成すべき画像の設定を行う構成である。
【００４８】
　反転搬送された記録媒体Ｐは、レジストローラ２３を経て、再度２次転写ローラ７Ａに
搬送され、記録媒体Ｐの他方の面（裏面）上にカラー画像（カラートナー像）が一括転写
される。一方、２次転写ローラ７Ａにより記録媒体Ｐにカラー画像を転写した後、記録媒
体Ｐを曲率分離した中間転写体６は、中間転写ベルト用のクリーニング部８Ａにより残留
トナーが除去される。
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【００４９】
　これら画像形成が行われる記録媒体Ｐとしては、５２．３～６３．９ｋｇ／ｍ２（１０
００枚）程度の薄紙や６４．０～８１．４ｋｇ／ｍ２（１０００枚）程度の普通紙、８３
．０～１３０．０ｋｇ／ｍ２（１０００枚）程度の厚紙や１５０．０ｋｇ／ｍ２（１００
０枚）程度の超厚紙が用いられる。記録媒体Ｐの厚み（紙厚）としては０．０５～０．１
５ｍｍ程度の厚さのものが用いられる。
【００５０】
　ここで、画像を形成する画像形成ユニットの周辺構成について、書込ユニット３Ｙの周
辺を例に説明する。図２に示すように、書込ユニット３Ｙは、感光体ドラム１Ｙに対峙し
た位置に設けられる。書込ユニット３Ｙは、ＩＣ実装基板６４Ｙを有している。ＩＣ実装
基板６４Ｙには、半導体集積回路（ＩＣ）化されたレジスタアレイ６１Ｙ、ラッチ回路６
２Ｙ及びＬＥＤヘッド６３Ｙが実装され、図示しないプリント配線等により結線されて構
成される。書込ユニット３Ｙ等には、例えばＡ４版の６００ｄｐｉの解像度で７５００画
素の発光素子（ＬＥＤ）を主走査方向にライン状に配置したＬＥＤアレイヘッド光学ユニ
ットが使用される。ＬＥＤアレイヘッド光学ユニットは、１ライン分の画像データに基づ
いて各々の強度で１ライン分のＹ色ライン形成用のＬＥＤ光列を一度に発生する。
【００５１】
　Ｙ色用のＬＥＤ光列は、感光体ドラム１Ｙの１ラインを一度に露光し、主走査方向にラ
イン状に静電潜像を形成する。感光体ドラム１Ｙに形成されたライン状の静電潜像は、図
１に示した現像部４ＹがＹ色トナー部材によって現像される。現像部４Ｙによって現像さ
れたＹ色用のトナー像は中間転写体６に転写される。
【００５２】
　次に、カラー複写機１００の制御系について説明する。図３に示すように、カラー複写
機１００は、画像入力部１１、制御部１５、通信部１９、搬送部２０、画像処理部３１、
画像メモリ３６、操作パネル４８及び画像形成部６０を有する。
【００５３】
　制御部１５は、ＲＯＭ３３（Read　Only　Memory）、ＣＰＵ３５（Central　Processin
g　Unit）及びワーク用のＲＡＭ３４（Random　Access　Memory）を有している。ＲＯＭ
３３には当該複写機全体を制御するためのシステムプログラムデータが格納される。ＲＯ
Ｍ３３は、画像形成部６０が記録媒体Ｐに形成する主走査方向／副走査方向の画素数（ラ
イン数）などの装置固有の設定情報や、制御部１５が実行可能なプログラムデータなどを
格納する。ＲＡＭ３４は、両面モード実行時の制御コマンドの一時記憶や、後述する動作
処理における作業用の格納領域を提供する。ＣＰＵ３５は、電源がオンされると、ＲＯＭ
３３からシステムプログラムデータを読み出してシステムを起動させ、当該複写機全体を
制御する。
【００５４】
　操作パネル４８は、タッチパネルからなる設定部１４及び液晶表示素子（ＬＣＤ）等で
ある表示部１８を有して構成され、制御部１５の制御の下、操作画面の表示と設定の入力
を受け付ける。設定部１４は、上述の制御部１５に接続され、画像形成部６０によって画
像が形成される記録媒体Ｐの紙種や片面又は両面への画像形成条件を入力するように操作
される。設定部１４では、この操作の他に、表面又は裏面に形成する画像の形状を微小変
倍率やずれ量などで設定する操作入力が行われる。また、設定部１４は、画像濃度の設定
、用紙サイズの選択、複写枚数の設定等を入力するように操作される。
【００５５】
　なお、操作パネル４８での設定内容は、制御部１５の制御の下、ＲＡＭ３４の作業領域
に一時的に格納された後、設定内容を反映する指示入力に応じて、後述する記憶部３２の
紙種別変倍情報３２１の内容を更新して保存される。
【００５６】
　この例で、上述のＣＰＵ３５には、制御バス２８及びデータバス２９等のシステムが接
続される。データバス２９には表示部１８が接続される。この表示部１８は、画像入力部
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１１によって取得された画像データＤｉｎに基づいて原稿３０を縮小してプレビューした
り、画像生成条件に係る選択項目等をＣＰＵ３５から送られる表示データＤ２に基づいて
表示したりする。なお、操作パネル４８で設定された画像形成条件や給紙カセット選択情
報等は、操作データＤ３としてＣＰＵ３５に出力される。
【００５７】
　ＣＰＵ３５には制御バス２８及びデータバス２９を介して記憶部３２が接続される。記
憶部３２は、後述する操作パネル４８の設定内容を設定項目ごとに格納するテーブルデー
タなどである紙種別変倍情報３２１を格納する。
【００５８】
　上述の制御バス２８及びデータバス２９には、画像入力部１１が接続される。画像入力
部１１には、図示しないアナログ・デジタル変換器が設けられている。画像入力部１１は
、読取制御信号Ｓ１に基づいて原稿３０から読み取って得たアナログの画像読取信号をＡ
／Ｄ変換する。Ａ／Ｄ変換後のデジタルの画像データＤｉｎは、制御バス２８及びデータ
バス２９に接続された画像メモリ３６に転送される。
【００５９】
　画像データＤｉｎは、メモリ制御信号Ｓ２に基づいて画像メモリ３６に格納される。画
像メモリ３６には、ハードディスクや半導体記憶メモリなどが使用される。読取制御信号
Ｓ１は、制御バス２８を介してＣＰＵ３５から画像入力部１１へ出力され、メモリ制御信
号Ｓ２は、同様にして、ＣＰＵ３５から画像メモリ３６に各々出力される。ＣＰＵ３５は
、画像メモリ３６におけるデータの書き込み読み出し制御を実行する。
【００６０】
　画像処理部３１は、特に図示しないメモリに３次元色情報変換テーブルが予め格納され
ており、画像メモリ３６から読み出されたＲＧＢ色系の画像データＤｏｕｔ（＝Ｄｒ、Ｄ
ｇ、Ｄｂ）を画像処理制御信号Ｓ３に基づいてＹＭＣＫ色系の画像データＤｙ、Ｄｍ、Ｄ
ｃ、Ｄｋに色変換する。
【００６１】
　画像処理部３１は、画像形成部６０の書込ユニット３Ｙにライン単位且つ画素単位に画
像データＤｙを供給する。画像処理部３１にはＤＳＰ（Digital　Signal　Processor）や
ＲＡＭ等が使用される。このＲＡＭには、ライン単位且つ画素単位に画像データＤｙを供
給するための作業領域（ラインバッファ）が設けられ、画像処理されたラインデータが供
給前に一時的に格納される。具体的には、主走査方向の１ライン分の画像形成に対応する
ラインデータを多段に格納する構成である。
【００６２】
　カラー複写機１００では、制御部１５の制御の下、主走査方向の画像形成位置の調整を
画像処理部３１のラインデータをシフトして行う。同様に、カラー複写機１００では、制
御部１５の制御の下、副走査方向の画像形成位置の調整を画像処理部３１のラインデータ
からの読み出す段数の遅延や先読みで行う。
【００６３】
　上述の制御バス２８及びデータバス２９には画像形成部６０が接続される。画像形成部
６０は、図１に示した画像形成ユニット１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋから構成される
。図３ではＹ色用の画像形成ユニット１０Ｙのみを示している。画像形成部６０を構成す
る画像形成ユニット１０Ｙは、複数の発光体をライン状に配列した書込ユニット３Ｙ及び
当該書込ユニット３Ｙによって画像が形成される感光体ドラム１Ｙを有している。他のＭ
色、Ｃ色、ＢＫ色用に画像形成ユニット１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋ等については、画像形成
ユニット１０Ｙと同様であるため、その説明を省略する。この例でＣＰＵ３５は、制御バ
ス２８を介して画像形成部６０に作像制御信号Ｓ４を出力する。
【００６４】
　画像形成部６０の例えばＹ色の書込ユニット３Ｙは、制御部１５の制御の下、ライン単
位のＹ色用の画像データＤｙ及び作像制御信号Ｓ４の入力に応じて、感光体ドラム１Ｙに
Ｙ色用のトナー像を形成するように動作する。書込ユニット３Ｙでは、１ライン分の画像
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データＤｙに基づいて各々の強度で１ライン分のＹ色ライン形成用のＬＥＤ光列が一度に
発生される。Ｙ色用のＬＥＤ光列は、感光体ドラム１Ｙの１ラインを一度に露光し、ライ
ン上の静電潜像を形成する。感光体ドラム１Ｙに形成されたライン状の静電潜像は、図１
で示した現像部４ＹがＹ色トナー部材によって現像する。現像部４Ｙによって現像された
Ｙ色用のトナー像は中間転写体６に転写される。
【００６５】
　制御バス２８には搬送部２０が接続され、ＣＰＵ３５は図１に示した給紙トレイ２０Ａ
～２０Ｃを給紙制御信号Ｓ５に基づいて制御する。例えば、搬送部２０は、給紙制御信号
Ｓ５に基づいて給紙トレイ２０Ａ、２０Ｂ又は２０Ｃのいずれかを選択し、給紙トレイ２
０Ａ、２０Ｂ又は２０Ｃから繰り出した記録媒体Ｐを画像形成部６０に搬送する。給紙制
御信号Ｓ５は、ＣＰＵ３５から搬送部２０に供給される。
【００６６】
　データバス２９には通信部１９が接続される。通信部１９は、ＬＡＮ（Local Area Net
work）等の通信回線に接続され、外部のコンピュータやプリンタ等と通信処理する際に使
用される。例えば、通信部１９は、カラー複写機１００で読み取った原稿画像を外部のプ
リンタ等により画像形成出力する場合に、画像データＤｏｕｔ’を外部プリンタに送信す
る。なお、制御部１５の制御の下、外部のコンピュータで作成された画像データＤｉｎ’
を受け付けて画像形成部６０で両面印刷処理などを行う場合も通信部１９の通信機能が利
用される。
【００６７】
　ここで、微小変倍率やずれ量などで操作パネル４８から行う、表面又は裏面に形成する
画像形状に関する設定について説明する。この形成する画像の形状を微小変倍率で設定す
ることとは、副走査方向の画像形成位置毎に主走査方向の画像形成倍率を設定することや
、主走査方向の画像形成位置毎に副走査方向の画像形成倍率を設定することである。また
、形成する画像の形状をずれ量で設定することとは、副走査方向の画像形成位置毎に主走
査方向の画像形成位置のずれ量を設定することや、主走査方向の画像形成位置毎に副走査
方向の画像形成位置のずれ量を設定することである。尚、以下の説明において参照する図
は表面に対する設定に関する表示を示しているが、裏面に対する設定についても表面と同
様である。
【００６８】
　図４（ａ）に示すように、表面又は裏面に形成する画像形状の設定時において、操作パ
ネル４８には、イメージ情報表示領域Ｇ１１、設定指示入力領域Ｇ１２及び確定指示入力
領域Ｇ１３などが表示される。イメージ情報表示領域Ｇ１１は、記録媒体への画像形成状
態を模式的に例示する表示領域であり、具体的には、記録媒体の紙面を例示する記録媒体
イメージ画像Ｇ１１ａや、その紙面上の画像形成領域を例示する画像形成領域イメージ画
像Ｇ１１ｂなどを表示する。
【００６９】
　設定指示入力領域Ｇ１２は、記録媒体の表面又は裏面に形成する画像形状を記録媒体の
紙種別、斤量、名称、排紙先ごとに選択して設定するボタンや設定状況を表示する領域で
あり、紙種別指示領域Ｇ１２ａ、斤量別指示領域Ｇ１２ｂ、名称別指示領域Ｇ１２ｃ、排
紙別指示領域Ｇ１２ｄ、表面別指示ボタンＧ１２ｆ及び裏面別指示ボタンＧ１２ｇなどを
有する。
【００７０】
　紙種別指示領域Ｇ１２ａでは、「普通紙」、「上質縦目」、「上質横目」、「その他」
などの紙種を選択するボタンが表示され、いずれかのボタンの選択で反転表示させるなど
して、紙種別の設定指示を受け付ける。なお、この紙種別は、材質だけでなく、「Ａ４」
、「Ａ５」などの紙の大きさに関する種別であってよい。
【００７１】
　斤量別指示領域Ｇ１２ｂでは、「～２０ｇ／ｍ２」、「～１００ｇ／ｍ２」、「～２０
０ｇ／ｍ２」、「２００～ｇ／ｍ２」などの斤量を選択するボタンが表示され、いずれか
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のボタンの選択で反転表示させるなどして、斤量別の設定指示を受け付ける。
【００７２】
　名称別指示領域Ｇ１２ｃでは、「○○紙」、「××紙」、「△△紙」などの名称を選択
するボタンが表示され、いずれかのボタンの選択で反転表示させるなどして、名称別の設
定指示を受け付ける。
【００７３】
　排紙別指示領域Ｇ１２ｄでは、「排紙トレイ１」、「排紙トレイ２」、「排紙トレイ３
」などの排紙トレイを選択するボタンが表示され、いずれかのボタンの選択で反転表示さ
せるなどして、排紙別の設定指示を受け付ける。表面別指示ボタンＧ１２ｆは表面の設定
指示を受け付けるボタンであり、裏面別指示ボタンＧ１２ｇは裏面の設定指示を受け付け
るボタンである。
【００７４】
　確定指示入力領域Ｇ１３は、画面上で選択した設定内容を紙種別変倍情報３２１へ反映
する指示や、画面上で選択してＲＡＭ３４などに一時的に格納された設定内容のクリアを
指示するボタンを表示する領域である。
【００７５】
　ユーザは、上述の図４（ａ）に示した操作パネル４８の画面上で選択指示を行うことで
、表面又は裏面に形成する画像形状を紙種別、斤量別、名称別、排紙別に選択設定するこ
とができる。
【００７６】
　操作パネル４８には、図４（ａ）に示した画面上での選択指示に次いで、その選択され
た条件で形成する画像形状の詳細を設定する画面、つまり、副走査方向の画像形成位置毎
の主走査方向の画像形成倍率、主走査方向の画像形成位置毎の副走査方向の画像形成倍率
、副走査方向の画像形成位置毎の主走査方向の画像形成位置のずれ量、主走査方向の画像
形成位置毎の副走査方向の画像形成位置のずれ量などの値を設定する画面が表示される。
具体的には、図４（ｂ）に示すように、操作パネル４８には、紙種別として「普通紙」が
選択された場合の上述した４つの条件を設定するための設定指示ボタンＢ１～Ｂ４が表示
される。
【００７７】
　副走査方向の画像形成位置毎の主走査方向の画像形成倍率を設定する場合（図４（ｂ）
における設定指示ボタンＢ１が選択された場合）は、図５（ａ）に示すように、操作パネ
ル４８の設定指示入力領域Ｇ１２には、画像形成領域の上端の上端変倍率Ｈ１及び下端の
下端変倍率Ｈ２と、それらの数値を設定するテンキーを模した画像などである数値指示ボ
タンＧ１２ｅとが表示される。ユーザは、数値指示ボタンＧ１２ｅから数値入力を行うな
どして、上端変倍率Ｈ１、下端変倍率Ｈ２の設定を行うことができ、確定指示入力領域Ｇ
１３でその設定内容を紙種別変倍情報３２１に反映させることができる。
【００７８】
　主走査方向の画像形成位置毎の副走査方向の画像形成倍率を設定する場合（図４（ｂ）
における設定指示ボタンＢ２が選択された場合）は、図５（ｂ）に示すように、操作パネ
ル４８の設定指示入力領域Ｇ１２には、画像形成領域の右端の右端変倍率Ｈ１ａ及び左端
の左端変倍率Ｈ２ａと、数値指示ボタンＧ１２ｅとが表示される。ユーザは、数値指示ボ
タンＧ１２ｅから数値入力を行うなどして、右端変倍率Ｈ１ａ、左端変倍率Ｈ２ａの設定
を行うことができ、確定指示入力領域Ｇ１３でその設定内容を紙種別変倍情報３２１に反
映させることができる。
【００７９】
　なお、副走査方向の画像形成位置毎の主走査方向の画像形成倍率は、図６（ａ）に示す
ように、画像形成領域の上端の上端変倍率Ｈ１と、副走査方向の単位長さ当たりにおける
主走査方向の変倍率の変化量を示す変倍率変化量Ｈ３とで設定する構成であって良い。同
様に、主走査方向の画像形成位置毎の副走査方向の画像形成倍率は、図６（ｂ）に示すよ
うに、画像形成領域の右端の右端変倍率Ｈ１ａと、主走査方向の単位長さ当たりにおける
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副走査方向の変倍率の変化量を示す変倍率変化量Ｈ３ａとで設定する構成であって良い。
【００８０】
　副走査方向の画像形成位置毎の主走査方向の画像形成位置のずれ量を設定する場合（図
４（ｂ）における設定指示ボタンＢ３が選択された場合）は、図７（ａ）に示すように、
操作パネル４８の設定指示入力領域Ｇ１２には、画像形成領域の上端と下端のずれ量であ
るシフト量Ｈ４と、数値指示ボタンＧ１２ｅとが表示される。ユーザは、数値指示ボタン
Ｇ１２ｅから数値入力を行うなどして、シフト量Ｈ４の設定を行うことができ、確定指示
入力領域Ｇ１３でその設定内容を紙種別変倍情報３２１に反映させることができる。
【００８１】
　主走査方向の画像形成位置毎の副走査方向の画像形成位置のずれ量を設定する場合（図
４（ｂ）における設定指示ボタンＢ４が選択された場合）は、図７（ｂ）に示すように、
操作パネル４８の設定指示入力領域Ｇ１２には、画像形成領域の左端と右端のずれ量であ
るシフト量Ｈ４ａと、数値指示ボタンＧ１２ｅとが表示される。ユーザは、数値指示ボタ
ンＧ１２ｅから数値入力を行うなどして、シフト量Ｈ４ａの設定を行うことができ、確定
指示入力領域Ｇ１３でその設定内容を紙種別変倍情報３２１に反映させることができる。
【００８２】
　なお、上述した２つのずれ量の設定は、図８に示すように、副走査方向の単位長さ（１
ｃｍ）当たりにおける主走査方向の画像形成位置のずれ量である単位シフト量Ｈ５と、主
走査方向の単位長さ（１ｃｍ）当たりにおける副走査方向の画像形成位置のずれ量である
単位シフト量Ｈ６とで設定する構成であって良い。
【００８３】
　カラー複写機１００では、上述した操作パネル４８における設定により、表面又は裏面
に形成する画像形状を副走査方向の画像形成位置毎に主走査方向の画像形成倍率を設定す
ることで、図９（ａ）に示すように、通常の状態に対して副走査方向の上端と下端の長さ
が異なる台形状の記録媒体Ｐに応じた画像形成領域に調整することができる。
【００８４】
　また、カラー複写機１００では、表面又は裏面に形成する画像形状を副走査方向の画像
形成位置毎に主走査方向の画像形成位置のずれ量を設定することで、図９（ｂ）に示すよ
うに、通常の状態に対して副走査方向の上端と下端の位置が主走査方向にずれた平行四辺
形状の記録媒体Ｐに応じた画像形成領域に調整することができる。
【００８５】
　また、カラー複写機１００では、表面又は裏面に形成する画像形状を主走査方向の画像
形成位置毎に副走査方向の画像形成倍率を設定することで、図１０（ａ）に示すように、
通常の状態に対して主走査方向の左端と右端の長さが異なる台形状の記録媒体Ｐに応じた
画像形成領域に調整することができる。
【００８６】
　また、カラー複写機１００では、表面又は裏面に形成する画像形状を主走査方向の画像
形成位置毎に副走査方向の画像形成位置のずれ量を設定することで、図１０（ｂ）に示す
ように、通常の状態に対して主走査方向の右端と左端の位置が副走査方向にずれた平行四
辺形状の記録媒体Ｐに応じた画像形成領域に調整することができる。
【００８７】
　次に、Ｙ、Ｍ、Ｃ、ＢＫ色用の各々のＬＥＤ書込ユニット及びその周辺回路の構成につ
いて説明する。図１１に示すように、ＣＰＵ３５には、画像処理部３１が接続される。Ｃ
ＰＵ３５から画像処理部３１には画像処理制御信号Ｓ３が供給される。画像処理部３１は
、Ｒ色、Ｇ色、Ｂ色成分のデジタルの画像データＤｉｎ（＝Ｄｒ、Ｄｇ、Ｄｂ）を画像処
理制御信号Ｓ３に基づいてＬＥＤ書込用の書込データに変換する。例えば、画像データＤ
ｉｎを３次元色情報変換テーブルによって、Ｙ、Ｍ、Ｃ、ＢＫ色用の画像データＤｙ、Ｄ
ｍ、Ｄｃ、Ｄｋに変換する。
【００８８】
　この例で画像処理部３１は、書込ユニット３Ｙのレジスタアレイ６１Ｙにライン単位、
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かつ、画素単位に画像データＤｙを供給する。同様に、書込ユニット３Ｍのレジスタアレ
イ６１Ｍにライン単位、かつ、画素単位に画像データＤｍを供給する。同様に、書込ユニ
ット３Ｃのレジスタアレイ６１Ｃにライン単位、かつ、画素単位に画像データＤｃを供給
する。同様に、書込ユニット３Ｋのレジスタアレイ６１Ｋにライン単位、かつ、画素単位
に画像データＤｋを供給する。
【００８９】
　画像処理部３１にはタイミング発生回路３８が接続される。画像処理部３１はタイミン
グ発生回路３８にタイミング発生制御信号Ｓ６を供給する。タイミング発生回路３８は、
タイミング発生制御信号Ｓ６に基づいてＹ色用のレジスタ制御信号ＳＲｙ及びラッチ制御
信号ＳＬｙと、Ｍ色用のレジスタ制御信号ＳＲｍ及びラッチ制御信号ＳＬｍと、Ｃ色用の
レジスタ制御信号ＳＲｃ及びラッチ制御信号ＳＬｃと、ＢＫ色用のレジスタ制御信号ＳＲ
ｋ及びラッチ制御信号ＳＬｋを各々発生する。
【００９０】
　画像処理部３１及びタイミング発生回路３８には、Ｙ、Ｍ、Ｃ、ＢＫ色用の各々の書込
ユニット３Ｙ、３Ｍ、３Ｃ、３Ｋが接続される。書込ユニット３Ｙは、レジスタアレイ６
１Ｙ、ラッチ回路６２Ｙ及びＬＥＤヘッド６３Ｙを有している。上述の画像処理部３１に
はレジスタアレイ６１Ｙが接続され、レジスタ制御信号ＳＲｙに基づいて１ライン分のシ
リアルの画像データＤｙを順次入力し、この画像データＤｙを保持するようになされる。
【００９１】
　レジスタアレイ６１Ｙにはラッチ回路６２Ｙが接続され、レジスタアレイ６１Ｙからパ
ラレルに出力される画像データＤｙをラッチ制御信号ＳＬｙに基づいてラッチするように
動作する。ラッチ回路６２ＹにはＬＥＤヘッド６３Ｙが接続される。ＬＥＤヘッド６３Ｙ
はレーザ駆動電源Ｖｙに接続される。ＬＥＤヘッド６３Ｙはラッチ回路６２Ｙから供給さ
れる、１ライン分の画像データＤｙに基づいて各々の強度で１ライン分のＹ色ライン形成
用のＬＥＤ光列を一度に発生する。
【００９２】
　Ｙ色用のＬＥＤ光列は、感光体ドラム１Ｙの１ラインを一度に露光し、ライン状の静電
潜像を形成する。感光体ドラム１Ｙに形成されたライン状の静電潜像は、図１に示した現
像部４Ｙによって、Ｙ色トナー部材により現像される。現像部４Ｙによって現像されたＹ
色用トナー像は中間転写体６に転写される。
【００９３】
　書込ユニット３Ｍは、レジスタアレイ６１Ｍ、ラッチ回路６２Ｍ及びＬＥＤヘッド６３
Ｍを有している。上述の画像処理部３１にはレジスタアレイ６１Ｍが接続され、レジスタ
制御信号ＳＲｍに基づいて１ライン分のシリアルの画像データＤｍを順次入力し、この画
像データＤｍを保持するようになされる。
【００９４】
　レジスタアレイ６１Ｍにはラッチ回路６２Ｍが接続され、レジスタアレイ６１Ｍからパ
ラレルに出力される画像データＤｍをラッチ制御信号ＳＬｍに基づいてラッチするように
動作する。ラッチ回路６２ＭにはＬＥＤヘッド６３Ｍが接続される。ＬＥＤヘッド６３Ｍ
はレーザ駆動電源Ｖｍに接続される。ＬＥＤヘッド６３Ｍはラッチ回路６２Ｍから供給さ
れる、１ライン分の画像データＤｍに基づいて各々の強度で１ライン分のＭ色ライン形成
用のＬＥＤ光列を一度に発生する。
【００９５】
　Ｍ色用のＬＥＤ光列は、感光体ドラム１Ｍの１ラインを一度に露光し、ライン状の静電
潜像を形成する。感光体ドラム１Ｍに形成されたライン状の静電潜像は、図１に示した現
像部４Ｍによって、Ｍ色トナー部材により現像される。現像部４Ｍによって現像されたＭ
色用のトナー像は中間転写体６に転写される。
【００９６】
　書込ユニット３Ｃは、レジスタアレイ６１Ｃ、ラッチ回路６２Ｃ及びＬＥＤヘッド６３
Ｃを有している。上述の画像処理部３１にはレジスタアレイ６１Ｃが接続され、レジスタ
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制御信号ＳＲｃに基づいて１ライン分のシリアルの画像データＤｃを順次入力し、この画
像データＤｃを保持するようになされる。
【００９７】
　レジスタアレイ６１Ｃにはラッチ回路６２Ｃが接続され、レジスタアレイ６１Ｃからパ
ラレルに出力される画像データＤｃをラッチ制御信号ＳＬｃに基づいてラッチするように
動作する。ラッチ回路６２ＣにはＬＥＤヘッド６３Ｃが接続される。ＬＥＤヘッド６３Ｃ
はレーザ駆動電源Ｖｃに接続される。ＬＥＤヘッド６３Ｃはラッチ回路６２Ｃから供給さ
れる、１ライン分の画像データＤｃに基づいて各々の強度で１ライン分のＣ色ライン形成
用のＬＥＤ光列を一度に発生する。
【００９８】
　Ｃ色用のＬＥＤ光列は、感光体ドラム１Ｃの１ラインを一度に露光し、ライン状の静電
潜像を形成する。感光体ドラム１Ｃに形成されたライン状の静電潜像は、図１に示した現
像部４Ｃによって、Ｃ色トナー部材により現像される。現像部４Ｃによって現像されたＣ
色用のトナー像は中間転写体６に転写される。
【００９９】
　書込ユニット３Ｋは、レジスタアレイ６１Ｋ、ラッチ回路６２Ｋ及びＬＥＤヘッド６３
Ｋを有している。上述の画像処理部３１にはレジスタアレイ６１Ｋが接続され、レジスタ
制御信号ＳＲｋに基づいて１ライン分のシリアルの画像データＤｋを順次入力し、この画
像データＤｋを保持するようになされる。
【０１００】
　レジスタアレイ６１Ｋにはラッチ回路６２Ｋが接続され、レジスタアレイ６１Ｋからパ
ラレルに出力される画像データＤｋをラッチ制御信号ＳＬｋに基づいてラッチするように
動作する。ラッチ回路６２ＫにはＬＥＤヘッド６３Ｋが接続される。ＬＥＤヘッド６３Ｋ
はレーザ駆動電源Ｖｋに接続される。ＬＥＤヘッド６３Ｋはラッチ回路６２Ｋから供給さ
れる、１ライン分の画像データＤｋに基づいて各々の強度で１ライン分のＢＫ色ライン形
成用のＬＥＤ光列を一度に発生する。
【０１０１】
　ＢＫ色用のＬＥＤ光列は、感光体ドラム１Ｋの１ラインを一度に露光し、ライン状の静
電潜像を形成する。感光体ドラム１Ｋに形成されたライン状の静電潜像は、図１に示した
現像部４Ｋによって、ＢＫ色トナー部材により現像される。現像部４Ｋによって現像され
たＢＫ色用のトナー像は中間転写体６に転写される。中間転写体６に転写されたトナー像
は、所定の記録媒体Ｐに転写され、カラー画像を形成するようになる。
【０１０２】
　次に、制御部１５が制御して行うカラー複写機１００の動作（画像形成）について説明
する。図１２に示すように、カラー複写機１００の動作は、制御部１５が各部を制御して
行うステップＡ１～Ａ１３の各処理から成る。
【０１０３】
　図１２に示すように、制御部１５は、通信部１９を経由した他のコンピュータからのプ
リント要求や操作パネル４８からの操作指示によるプリント／コピー等の画像形成要求が
あるか否かを判定して、その要求がなされるまでの間は待機する（ステップＡ１）。
【０１０４】
　制御部１５は、画像形成要求がなされた場合（ステップＡ１：Ｙ）、通信部１９を経由
した通信や操作パネル４８の入力操作に基づいてその要求に係る画像形成条件の入力を受
け付けて、その情報を紙種別変倍情報３２１へ格納する（ステップＡ２）。なお、このス
テップＡ２における画像形成条件の入力は、前述した操作パネル４８での設定を含むもの
である。また、プリント要求／コピー要求に基づく処理はほぼ同一であり、コピー要求に
基づく処理に画像読取処理を含むことが相違するだけであるため、以下の説明ではコピー
要求に関する処理についてのみを行い、プリント要求については省略する。
【０１０５】
　次いで、制御部１５は、操作パネル４８などから処理のスタート／ストップのいずれが
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指示されているかを判定し（ステップＡ３）、スタートが指示されている場合は画像入力
部１１から画像を読み取る画像読取処理を行い（ステップＡ４）、両面又は片面のいずれ
の画像形成モードであるかを判定する（ステップＡ５）。
【０１０６】
　制御部１５は、ステップＡ５で両面モードであると判定した場合、前述した操作パネル
４８で紙種別変倍情報３２１に設定されたデータに基づいて、記録媒体Ｐにおける画像形
成面（表面／裏面）毎に画像形成部６０で主走査方向に１ラインずつ形成する画像を調整
するためのデータを算出する算出処理を含む画像処理を行う（ステップＡ６）。
【０１０７】
　ここで、この記録媒体Ｐの画像形成面に主走査方向に１ラインずつ形成する画像を調整
するためのデータ算出処理について詳細に説明する。この記録媒体Ｐの主走査方向に１ラ
インずつ形成する画像を調整するためのデータ算出処理とは、前述した操作パネル４８で
設定した副走査方向の画像形成位置毎の主走査方向の画像形成倍率、主走査方向の画像形
成位置毎の副走査方向の画像形成倍率、副走査方向の画像形成位置毎の主走査方向の画像
形成位置のずれ量、主走査方向の画像形成位置毎の副走査方向の画像形成位置のずれ量に
基づいて、副走査方向Ｎライン目の画像形成に関する画像処理部３１のラインデータにお
ける画素の間引き／挿入を行うデータの算出、シフトに関するデータ（主走査方向の画像
形成位置の調整量）の算出、画像処理部３１のラインデータから読み出す段数の遅延や先
読みに関するデータ（副走査方向の画像形成位置の調整量）の算出を行う処理である。
【０１０８】
　先ず、操作パネル４８で設定された副走査方向の画像形成位置毎の主走査方向の画像形
成倍率に基づいて、副走査方向にＮライン目のラインデータへの間引き／挿入やシフトを
行うためのデータの算出について説明する。なお、データの算出に際する定義として、操
作パネル４８から設定された上端変倍率Ｈ１、下端変倍率Ｈ２等の倍率は、通常の状態に
あたる「１」を差し引いた値、つまり、通常の状態に対して１．０１倍に拡大する場合は
０．０１として扱うものとする。
【０１０９】
　画像形成領域の上端と下端における主走査方向の画像形成倍率が上端変倍率Ｈ１、下端
変倍率Ｈ２であり、副走査方向の総ライン数をＨｅｉｇｈｔ、副走査方向Ｎライン目の主
走査方向の変倍率をＨ（Ｎ）とする。Ｈ（Ｎ）がＮの一次関数で表現できる場合、つまり
、画像形成領域の上端が上端変倍率Ｈ１、下端が下端変倍率Ｈ２の台形とする場合のＨ（
Ｎ）は下記の式で求められる。
Ｈ（Ｎ）＝｛上端変倍率Ｈ１＊（Ｈｅｉｇｈｔ－Ｎ）＋下端変倍率Ｈ２＊Ｎ｝／Ｈｅｉｇ
ｈｔ＝上端変倍率Ｈ１＋変倍率変化量Ｈ３＊Ｎ
ただし、変倍率変化量Ｈ３＝（下端変倍率Ｈ２－上端変倍率Ｈ１）／Ｈｅｉｇｈｔ
【０１１０】
　副走査方向Ｎライン目のラインデータのシフトに関するデータである副走査方向のライ
ン数に応じて主走査方向に形成するライン数を変更する周期、つまり、変倍により主走査
方向における画素を間引く又は画素を挿入する周期は、前述した倍率の定義から１／Ｈ（
Ｎ）であり、上述した式を元に、上端変倍率Ｈ１、下端変倍率Ｈ２から算出することがで
きる。
【０１１１】
　なお、左右対称形に画像形成するためには、副走査位置に応じた主走査方向のシフトも
行う必要がある。このためのデータであるＮライン目のシフト量Ｓｈｉｆｔ（Ｎ）は下記
の式で求められる。
　Ｓｈｉｆｔ（Ｎ）＝（副走査方向のライン数）×（主走査方向のライン幅の変化量）×
Ｎ／２
ただし、（主走査方向のライン幅の変化量）＝変倍率変化量Ｈ３×（主走査方向のライン
数）
【０１１２】
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　次に、操作パネル４８で設定された副走査方向の画像形成位置毎の主走査方向の画像形
成位置のずれ量に基づいて、副走査方向Ｎライン目のラインデータのシフト量であるＨＳ
ｈｉｆｔ（Ｎ）の算出について説明する。ＨＳｈｉｆｔ（Ｎ）がＮの一次関数で表現でき
る場合、つまり、画像形成領域が平行四辺形状である場合のＨＳｈｉｆｔ（Ｎ）は下記の
式で求められる。
ＨＳｈｉｆｔ（Ｎ）＝（主走査方向のずれ量の変化量）＊Ｎ
ただし、（主走査方向のずれ量の変化量）＝シフト量Ｈ４／（副走査方向のライン数）∝
単位シフト量Ｈ５
【０１１３】
　なお、操作パネル４８で設定された主走査方向の画像形成位置毎の副走査方向の画像形
成倍率やずれ量に基づいた画素の間引き／挿入のデータや副走査方向の画像形成位置の調
整量の算出は、上述した算出において主走査方向と副走査方向とを変えるだけである。具
体的には、副走査方向の画像形成位置の調整量の算出は以下のとおりである。
【０１１４】
　画像形成領域の左端と右端における副走査方向の画像形成倍率が右端変倍率Ｈ１ａ、左
端変倍率Ｈ２ａであり、主走査方向の総ライン数をＷｉｄｔｈ、主走査方向Ｍライン目の
副走査方向の変倍率をＷ（Ｍ）とする。Ｗ（Ｍ）がＭの一次関数で表現できる場合、つま
り、画像形成領域の左端が右端変倍率Ｈ１ａ、右端が左端変倍率Ｈ２ａの台形とする場合
のＷ（Ｍ）は下記の式で求められる。
Ｗ（Ｍ）＝｛右端変倍率Ｈ１ａ＊（Ｗｉｄｔｈ－Ｍ）＋左端変倍率Ｈ２ａ＊Ｍ｝／Ｗｉｄ
ｔｈ＝右端変倍率Ｈ１ａ＋変倍率変化量Ｈ３ａ＊Ｍ
ただし、変倍率変化量Ｈ３ａ＝（左端変倍率Ｈ２ａ－右端変倍率Ｈ１ａ）／Ｗｉｄｔｈ
【０１１５】
　操作パネル４８で設定された変倍率に基づき、主走査方向の画像形成位置に応じて副走
査方向に形成するライン長を変更するために画素の挿入や間引きを行う周期は、前述した
倍率の定義から１／Ｗ（Ｍ）であり、上述した式を元に、右端変倍率Ｈ１ａ、左端変倍率
Ｈ２ａから算出することができる。そして、主走査方向Ｍライン目においては、この算出
された周期でラインデータに対して画素の挿入や間引きを行う。なお、画素を挿入した場
合は、それ以後の主走査方向Ｍライン目について、前のラインに係るラインデータの値が
遡って読み出されるように切り替えられる。また、画素を間引いた場合は、それ以後の主
走査方向Ｍライン目について、後のラインに係るラインデータの値が先読みされるように
切り替えられる。
【０１１６】
　つまり、主走査方向Ｍライン目においては、複数のラインデータを順次読み出すことで
副走査方向へ画像形成を行う際に、算出された周期のラインデータで画素の挿入や間引き
を行うことで、副走査方向に形成するライン長を調整した画像形成を行うことができる。
【０１１７】
　なお、上下対称形に画像形成するためには、主走査位置に応じた副走査方向のシフトも
行う必要がある。このためのデータであるＭライン目のシフト量Ｓｈｉｆｔ（Ｍ）は下記
の式で求められる。
　Ｓｈｉｆｔ（Ｍ）＝（主走査方向のライン数）×（副走査方向のライン幅の変化量）×
Ｍ／２
ただし、（副走査方向のライン幅の変化量）＝変倍率変化量Ｈ３ａ×（副走査方向のライ
ン数）
【０１１８】
　次に、操作パネル４８で設定された主走査方向の画像形成位置毎の副走査方向の画像形
成位置のずれ量に基づいて、主走査方向Ｍライン目の副走査方向のシフト量であるＷＳｈ
ｉｆｔ（Ｍ）の算出について説明する。ＷＳｈｉｆｔ（Ｍ）がＭの一次関数で表現できる
場合、つまり、画像形成領域が平行四辺形状である場合のＷＳｈｉｆｔ（Ｍ）は下記の式
で求められる。
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ＷＳｈｉｆｔ（Ｍ）＝（副走査方向のずれ量の変化量）＊Ｍ
ただし、（副走査方向のずれ量の変化量）＝シフト量Ｈ４ａ／（主走査方向のライン数）
∝単位シフト量Ｈ６
【０１１９】
　つまり、主走査方向Ｍライン目においては、複数のラインデータを順次読み出すことで
副走査方向へ画像形成を行う際に、上述した副走査方向のシフト量に基づいて、ラインデ
ータの遡った読み出し／ラインデータの先読みを行うことで、副走査方向の画像形成位置
を調整することができる。
【０１２０】
　図１２に示すように、ステップＡ６に次いで、制御部１５は、上述した画像形成部６０
で主走査方向に１ラインずつ形成する画像を調整するためのデータに基づいて、画像処理
部３１から画像形成部６０に供給する画像データＤｙ等を調整、つまり、画像処理部３１
のラインデータのシフト（主走査方向の調整）や、主走査方向の１ライン分のデータを格
納するラインデータが多段に設けられている場合の読み出す段数の遅延や先読み（副走査
方向の調整）を行い、操作パネル４８の設定に基づいた画像形状での画像形成を表面／裏
面毎に行う（ステップＡ７）。なお、主走査方向又は副走査方向の調整に際して、画素の
間引き／挿入を行う場合は、当該挿入／間引きを行う位相が揃わないように乱数で変化さ
せても良い。
【０１２１】
　次いで、制御部１５は、裏面への画像形成の判定処理（ステップＡ８）と最終ページへ
の画像形成の有無を判定する判定処理（ステップＡ９）とを行い、表面と裏面への画像形
成を最終ページまで行い、次の処理に関する指示があるか否かなどの処理の終了の有無を
判定する（ステップＡ１３）。
【０１２２】
　なお、制御部１５は、ステップＡ５で片面モードと判定した場合、ステップＡ２で設定
された紙種別変倍情報３２１の内容に基づいて前述したステップＡ６と同様の処理を行い
（ステップＡ１０）、その処理で算出される画像形成部６０で主走査方向に１ラインずつ
形成する画像を調整するためのデータに基づいて、記録媒体Ｐのいずれか一方の面に画像
を形成する片面画像形成処理を行う（ステップＡ１１）。次いで、制御部１５は、最終ペ
ージへの画像形成の判定処理を行って（ステップＡ１２）最終ページまで片面での画像形
成を行い、次の処理に関する指示があるか否かなどの処理の終了の有無を判定する（ステ
ップＡ１３）。
【０１２３】
　以上のように、カラー複写機１００は、画像入力部１１から入力された画像データに基
づいて画像形成部６０で画像形成する際に、記録媒体Ｐに形成する画像の副走査方向の位
置に応じた画像の主走査方向の倍率を操作パネル４８などで設定し、制御部１５はその設
定された倍率に基づいて画像処理部３１から出力される画像形成部６０を駆動するための
データを調節して、当該画像形成部６０における画像形成を制御する構成である。
【０１２４】
　このため、カラー複写機１００は、記録媒体Ｐに副走査方向の位置に対して主走査方向
の長さが違う画像形成を行う必要がある場合においても、変倍率を適宜設定することでそ
の記録媒体Ｐの形状に合わせた画像形成を行うことができるため、記録媒体Ｐの両面に画
像形成する際に当該記録媒体Ｐが変形する場合であっても、表裏面に形成する画像形状を
記録媒体Ｐの歪み具合に合わせて正確に形成することができる。
【０１２５】
　具体的には、図１３（ａ）に示すような主走査方向の長さが異なる台形状に記録媒体Ｐ
が変形した場合においても、変倍率を適宜設定することで、画像の副走査方向の位置に対
応する主走査方向のライン（ｙ１…ｙｎ）の長さで画像を形成することができ、台形状に
変形した記録媒体Ｐに合わせた画像形成領域Ｒで画像形成を行うことができる。
【０１２６】
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　また、カラー複写機１００は、画像入力部１１から入力される画像データに基づいて画
像形成部６０で画像形成する際に、記録媒体Ｐに形成する画像の主走査方向の位置に応じ
た画像の副走査方向の倍率を操作パネル４８などで設定し、制御部１５はその設定された
倍率に基づいて画像処理部３１から出力される画像形成部６０を駆動するためのデータを
調節して、当該画像形成部６０における画像形成を制御する構成である。
【０１２７】
　このため、カラー複写機１００は、記録媒体Ｐに主走査方向の位置に対して副走査方向
の長さが違う画像形成を行う必要がある場合においても、変倍率を適宜設定することでそ
の記録媒体Ｐの形状に合わせた画像形成を行うことができるため、記録媒体Ｐの両面に画
像形成をする際に当該記録媒体Ｐが変形する場合であっても、表裏面に形成する画像形状
を記録媒体Ｐの歪み具合に合わせて正確に形成することができる。
【０１２８】
　具体的には、図１３（ｂ）に示すような副走査方向の長さが異なる台形状に記録媒体Ｐ
が変形した場合においても、変倍率を適宜設定することで、画像の主走査方向の位置に対
応する副走査方向のライン（ｘ１…ｘｍ）の長さで画像を形成することができ、台形状に
変形した記録媒体Ｐに合わせた画像形成領域Ｒで画像形成を行うことができる。
【０１２９】
　また、カラー複写機１００は、画像入力部１１から入力される画像データに基づいて画
像形成部６０で画像形成する際に、記録媒体Ｐに形成する画像の副走査方向の位置に応じ
た画像の主走査方向のずれ量を操作パネル４８などで設定し、制御部１５はその設定され
たずれ量に基づいて画像処理部３１から出力される画像形成部６０を駆動するためのデー
タを調整して、当該画像形成部６０における画像形成を制御する構成である。
【０１３０】
　このため、カラー複写機１００は、記録媒体Ｐに副走査方向の位置に対して主走査方向
の位置をずらして画像形成する必要がある場合においても、ずれ量を適宜設定することで
その記録媒体Ｐの形状に合わせた画像形成を行うことができるため、記録媒体Ｐの両面に
画像形成をする際に当該記録媒体Ｐが変形する場合であっても、表裏面に形成する画像形
状を記録媒体Ｐの歪み具合に合わせて正確に形成することができる。
【０１３１】
　具体的には、図１４（ａ）に示すような主走査方向にずれた平行四辺形状に記録媒体Ｐ
が変形した場合においても、ずれ量を適宜設定することで、画像の副走査方向の位置に応
じてずらせた位置に主走査方向のライン（ｙ１…ｙｎ）を形成することができ、その平行
四辺形状に変形した記録媒体Ｐに合わせた画像形成領域Ｒで画像形成を行うことができる
。
【０１３２】
　また、カラー複写機１００は、画像入力部１１から入力される画像データに基づいて画
像形成部６０で画像形成する際に、記録媒体Ｐに形成する画像の主走査方向の位置に応じ
た画像の副走査方向のずれ量を操作パネル４８などで設定し、制御部１５はその設定され
たずれ量に基づいて画像処理部３１から出力される画像形成部６０を駆動するためのデー
タを調整して、当該画像形成部６０における画像形成を制御する構成である。
【０１３３】
　このため、カラー複写機１００は、記録媒体Ｐに主走査方向の位置に対して副走査方向
の位置をずらして画像形成する必要がある場合においても、ずれ量を適宜設定することで
その記録媒体Ｐの形状に合わせた画像形成を行うことができるため、記録媒体Ｐの両面に
画像形成をする際に当該記録媒体Ｐが変形する場合であっても、表裏面に形成する形状を
記録媒体Ｐの歪み具合に合わせて正確に形成することができる。
【０１３４】
　具体的には、図１４（ｂ）に示すような副走査方向にずれた平行四辺形状に記録媒体Ｐ
が変形した場合においても、ずれ量を適宜設定することで、画像の主走査方向の位置に応
じてずらせた位置に副走査方向のライン（ｘ１…ｘｍ）を形成することができ、その平行
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四辺形状に変形した記録媒体Ｐに合わせた画像形成領域Ｒで画像形成を行うことができる
。
【０１３５】
　また、カラー複写機１００は、上述した主走査方向に関する倍率やずれ量を、二つの副
走査方向の位置における主走査方向の倍率やその二つの副走査方向の位置における主走査
方向のずれ量で設定し、その倍率やずれ量に基づいて算出された画像の副走査方向の位置
に応じた主走査方向の倍率／シフト量で画像形成する構成である。
【０１３６】
　このため、カラー複写機１００は、二つの副走査方向の位置における主走査方向の倍率
やその二つの副走査方向の位置における主走査方向のずれ量を設定するだけで、記録媒体
Ｐの形状に合わせた画像形成を行うことができ、記録媒体Ｐに形成する画像の設定を容易
に行うことができる。
【０１３７】
　また、カラー複写機１００は、上述した主走査方向に関する倍率やずれ量を、副走査方
向の位置の変化に応じた倍率の変化量やずれ量の変化量で設定し、その倍率の変化量やず
れ量の変化量に基づいて算出された画像の副走査方向の位置に応じた主走査方向の倍率／
シフト量で画像形成する構成である。
【０１３８】
　このため、カラー複写機１００は、副走査方向の位置の変化に応じた倍率の変化量やず
れ量の変化量を設定するだけで、記録媒体Ｐの形状に合わせた画像形成を行うことができ
、記録媒体Ｐに形成する画像の設定を容易に行うことができる。
【０１３９】
　また、カラー複写機１００は、上述した副走査方向に関する倍率やずれ量を、二つの主
走査方向の位置における副走査方向の倍率やその二つの主走査方向の位置における副走査
方向のずれ量で設定し、その倍率やずれ量に基づいて算出された画像の主走査方向の位置
に応じた副走査方向の倍率／シフト量で画像形成する構成である。
【０１４０】
　このため、カラー複写機１００は、二つの主走査方向の位置における副走査方向の倍率
やその二つの主走査方向の位置における副走査方向のずれ量を設定するだけで、記録媒体
Ｐの形状に合わせた画像形成を行うことができ、記録媒体Ｐに形成する画像の設定を容易
に行うことができる。
【０１４１】
　また、カラー複写機１００は、上述した副走査方向に関する倍率やずれ量を、主走査方
向の位置の変化に応じた倍率の変化量やずれ量の変化量で設定し、その倍率の変化量やず
れ量の変化量に基づいて算出された画像の主走査方向の位置に応じた副走査方向の倍率／
シフト量で画像形成する構成である。
【０１４２】
　このため、カラー複写機１００は、主走査方向の位置の変化に応じた倍率の変化量やず
れの変化量を設定するだけで、記録媒体Ｐの形状に合わせた画像形成を行うことができ、
記録媒体Ｐに形成する画像の設定を容易に行うことができる。
【０１４３】
　また、カラー複写機１００は、記録媒体Ｐの種別毎の設定情報を紙種別変倍情報３２１
に格納し、上述した主走査方向や副走査方向に係る倍率やシフト量の設定を紙種別変倍情
報３２１から読み出して記録媒体Ｐの種別毎に行う構成である。このため、カラー複写機
１００は、記録媒体Ｐの材質などの種別毎に形成する画像の設定を容易に行うことができ
る。
【０１４４】
　また、カラー複写機１００は、記録媒体Ｐを格納する複数の給紙トレイである給紙トレ
イ２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃと、その給紙トレイから画像形成部６０へ搬送する搬送部２０
とを備え、給紙トレイ毎の設定情報を紙種別変倍情報３２１に格納しており、上述した主
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走査方向や副走査方向に係る倍率やシフト量の設定を給紙トレイ毎に設定する構成である
。このため、カラー複写機１００は、記録媒体Ｐを給紙する給紙トレイ毎に形成する画像
の設定を容易に行うことができる。
【０１４５】
　また、カラー複写機１００は、記録媒体Ｐにおける画像形成面である表面又は裏面毎の
設定情報を紙種別変倍情報３２１に格納し、上述した主走査方向や副走査方向に係る倍率
やシフト量の設定を紙種別変倍情報３２１から読み出して表面又は裏面毎に行う構成であ
る。このため、カラー複写機１００は表面・裏面に形成する画像の設定を容易に行うこと
ができる。
【０１４６】
　上述の実施の形態においては、表面用、裏面用の各々について、記録媒体の形状（変形
時の形状を含む）に合わせた自由度の高い画像位置、形状調整設定を行うことができる。
ユーザは自己の使用状況に応じて画像位置、形状の調整を表面用画像形成に反映させるか
、裏面用画像形成に反映させるか、或いは各面の画像形成に分散させて反映させるかを適
宜決定して設定を行える。例えば、厳密に長方形の形状を有する記録媒体に両面画像形成
を行う場合、表面への画像形成時には記録媒体は未だ定着装置を通過しておらず変形をし
ていない一方で、裏面に画像を形成する時点では表面への画像形成が完了して記録媒体は
定着装置を通過しているため変形が生じている。そこで、表面に対する変倍、シフト量の
設定は行わず、裏面に対する変倍、シフト量の設定のみを行なうようにすればよい。
【０１４７】
　なお、本実施の形態における記述は、本発明の一例を示すものであり、これに限定する
ものではない。本実施の形態におけるカラー複写機１００の構成及び動作に関しては、本
発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更が可能である。
【０１４８】
　例えば、カラー複写機１００では、記録媒体Ｐの画像形成面に主走査方向に１ラインず
つ形成する画像を調整するためのデータ算出処理においては、変倍率やずれ量の増減を１
次関数として算出する構成を例示したが、２次関数や指数関数で合って良く、特に限定す
るものではない。
【図面の簡単な説明】
【０１４９】
【図１】本発明であるカラー複写機１００の内部構成を示す外観図である。
【図２】書込ユニット３Ｙ及びその周辺回路の構成を例示する斜視図である。
【図３】カラー複写機１００の制御系の構成を模式的に示すブロック図である。
【図４】（ａ）は、操作パネル４８での表面又は裏面に形成する画像形状の設定選択を例
示する概念図であり、（ｂ）は、操作パネル４８での普通紙の場合の画像形状の設定を例
示する概念図である。
【図５】（ａ）は、操作パネル４８における主走査方向の画像形成倍率の設定を例示する
概念図であり、（ｂ）は、操作パネル４８における副走査方向の画像形成倍率の設定を例
示する概念図である。
【図６】（ａ）は、操作パネル４８における主走査方向の画像形成倍率の設定を例示する
概念図であり、（ｂ）は、操作パネル４８における副走査方向の画像形成倍率の設定を例
示する概念図である。
【図７】（ａ）は、操作パネル４８における主走査方向の画像形成位置のずれ量の設定を
例示する概念図であり、（ｂ）は、操作パネル４８における副走査方向の画像形成位置の
ずれ量の設定を例示する概念図である。
【図８】操作パネル４８における主走査方向／副走査方向の画像形成位置のずれの設定を
例示する概念図である。
【図９】（ａ）は、台形状に変形した記録媒体Ｐを例示する概念図であり、（ｂ）は、平
行四辺形状に変形した記録媒体Ｐを例示する概念図である。
【図１０】（ａ）は、台形状に変形した記録媒体Ｐを例示する概念図であり、（ｂ）は、



(23) JP 4218700 B2 2009.2.4

10

20

30

40

50

平行四辺形状に変形した記録媒体Ｐを例示する概念図である。
【図１１】Ｙ、Ｍ、Ｃ、ＢＫ各色用の各々の書込ユニット及びその周辺回路の構成を例示
するブロック図である。
【図１２】カラー複写機１００の動作を例示するフローチャートである。
【図１３】（ａ）は、台形状に変形した記録媒体Ｐに形成された画像を例示する概念図で
あり、（ｂ）は、台形状に変形した記録媒体Ｐの形成された画像を例示する概念図である
。
【図１４】（ａ）は、平行四辺形状に変形した記録媒体Ｐに形成された画像を例示する概
念図であり、（ｂ）は、平行四辺形状に変形した記録媒体Ｐの形成された画像を例示する
概念図である。
【符号の説明】
【０１５０】
１００　カラー複写機
１Ｙ、１Ｍ、１Ｃ、１Ｋ　感光体ドラム
２Ｙ、２Ｍ、２Ｃ、２Ｋ　帯電部
３Ｙ、３Ｍ、３Ｃ、３Ｋ　書込ユニット
４Ｙ、４Ｍ、４Ｃ、４Ｋ　現像部
６　中間転写体
７Ａ、７Ｙ、７Ｍ、７Ｃ、７Ｋ　２次転写ローラ
８Ａ、８Ｙ、８Ｍ、８Ｋ　クリーニング部
１０Ｙ、１０Ｍ、１０Ｃ、１０Ｋ　画像形成ユニット
１１　画像入力部
１４　設定部
１５　制御部
１７　定着装置
１８　表示部
１９　通信部
２０　搬送部
２０Ａ、２０Ｂ、２０Ｃ　給紙トレイ
２１　送り出しローラ
２２Ａ　給紙ローラ
２２Ｂ、２２Ｃ、２２Ｄ　搬送ローラ
２３　レジストローラ
２３　センサ
２４　排紙ローラ
２５　排紙トレイ
２６　分岐部
２７Ａ　循環通紙路
２７Ｂ　反転搬送路
２７Ｃ　再給紙搬送部
２８　制御バス
２９　データバス
３０　原稿
３１　画像処理部
３２　記憶部
３２１　紙種別変倍情報
３３　ＲＯＭ
３４　ＲＡＭ
３４１　情報履歴格納領域
３５　ＣＰＵ
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３６　画像メモリ
３８　タイミング発生回路
４０　ＡＤＦ
４１　原稿載置部
４２ａ、４２ｂ、４３　ローラ
４４　搬送ローラ
４６　排紙皿
４８　操作パネル
５１　第１のプラテンガラス
５２　第２のプラテンガラス
５３　光源
５４、５５、５６　ミラー
５７　結像光学部
５８　イメージセンサ
６０　画像形成部
６１Ｙ、６１Ｍ、６１Ｃ、６１Ｋ　レジスタアレイ
６２Ｙ、６２Ｍ、６２Ｃ、６２Ｋ　ラッチ回路
６３Ｙ、６３Ｍ、６３Ｃ、６３Ｋ　ＬＥＤヘッド
６４Ｙ　ＩＣ実装基板
１０１　複写機本体
Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４　設定指示ボタン
Ｄｉｎ、Ｄｏｕｔ　画像データ
Ｄｉｎ’、Ｄｏｕｔ’　プリントデータ
Ｄ２　表示データ
Ｄ３　操作データ
Ｄｙ、Ｄｍ、Ｄｃ、Ｄｋ　画像データ
Ｇ１１　イメージ情報表示領域
Ｇ１１ａ　記録媒体イメージ画像
Ｇ１１ｂ　画像形成領域イメージ画像
Ｇ１２　設定指示入力領域
Ｇ１２ａ　紙種別指示領域
Ｇ１２ｂ　斤量別指示領域
Ｇ１２ｃ　名称別指示領域
Ｇ１２ｄ　排紙別指示領域
Ｇ１２ｅ　数値指示ボタン
Ｇ１２ｆ　表面別指示ボタン
Ｇ１２ｇ　裏面別指示ボタン
Ｇ１３　確定指示入力領域
Ｈ１　上端変倍率
Ｈ２　下端変倍率
Ｈ１ａ　右端変倍率
Ｈ２ａ　左端変倍率
Ｈ３、Ｈ３ａ　変倍率変化量
Ｈ４、Ｈ４ａ　シフト量
Ｈ５、Ｈ６　単位シフト量
Ｐ　記録媒体
Ｒ　画像形成領域
Ｓ１　読取制御信号
Ｓ２　メモリ制御信号
Ｓ３　画像処理制御信号
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Ｓ４　作像制御信号
Ｓ５　給紙制御信号
Ｓ６　タイミング発生制御信号
ＳＲｙ、ＳＲｍ、ＳＲｃ、ＳＲｋ　レジスタ制御信号
ＳＬｙ、ＳＬｍ、ＳＬｃ、ＳＬｋ　ラッチ制御信号
Ｓｏｕｔ　画像読取信号
Ｖｙ、Ｖｍ、Ｖｃ、Ｖｋ　レーザ駆動電源

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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